
 

様式第㸰号㸦政務活動実施報告書㸧 

 

 

ᖹ成㸰㸵ᖺ 㸳月 㸯日  

 

 

 井原市議会議長 

    宮地 俊則  様 

 

 

井原市議会議員 西村 慎次郎     

 

 

 ୗ記ࡾ࠾࡜ࡢ政務活動を実施ࡋまࡋたࠊ࡛ࡢ報告ࡋまࠋࡍ 

 

記 

 

㸯㸬実 施 期 間 ᖹ成㸰㸵ᖺ㸲月㸰㸯日㸦火㸧 

㸰㸬研修会等ࡢ開催地 

またࡣ視察ࠊ要請࣭

陳情活動ඛ 

○大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ 

大阪府堺市中区学園⏫ 1 番 1号 

○日本植物工場株式会社 

  大阪府大阪市中央区໭浜東 1番 「重 号 

 

㸱㸬研修会等ྡࡢ称 

  またࡣ視察ࠊ要請࣭

陳情活動ෆ容 

○大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ 

࣭ࣟボ࢕ࢸッࢡ多層᱂ᇵࡘ࡟࣒ࢸࢫࢩい࡚ 

࣭᱂ᇵ環境ࡘ࡟࣮ࢱ࣮࣑ࣞࣗࢩい࡚ 

  植物工場ࡢ視察ࠊ質疑応答 

○日本植物工場株式会社 

 ࣭水耕᱂ᇵࡘ࡟い࡚ 

 

㸲㸬研修会等ࡢ講師ྡ 

またࡣ視察ࠊ要請࣭

陳情活動ඛࡢ担当者

ྡ 

○大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ 

 日本植物工場株式会社 技術部長 福井裕௓ 

○日本植物工場株式会社 

 副社長兼営業統括部長 山本人彰 

 技術部長 福井裕௓ 

 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ視察 

 㹁棟㸦㹁㸰㸰棟㸧㔞産実証評価施設を視察 

 ○産学官連携事業ࠊ࡚ࡋ࡜共ྠ研究ࡢ成果࡛あࡿ最新技術を

導入ࡋた完全人ග型植物工場࡛ࠊ日産㸳，㸮㸮㸮株ࡢ㔞産

型モࡢࣝࢹ施設ࠋ 

  ࣭鉄筋コンࢺ࣮ࣜࢡ造㸰階建࡚ 

  ࣭延床面積㸯㸱㸮㸮㎡ 

  ࣭総事業費 約㸵億෇ 

 ○経済産業省ࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖ࠕンᣐ点立地推㐍事業ࠖࡢ補助率

㸰㸭㸱以ෆを活用 



 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○設置目的 

  㸯㸬社会的࡞課題や産業໬ࡢࢬ࣮ࢽ解決 

   ձ植物工場ࡢ産業໬࡟向けた本᱁的࡞普及ᣑ大 

   ղࠕ美味ࡋい Ᏻ全ࠕࠖ 消費者ࡢ植物工場㔝菜࡞新鮮ࠖࠕࠖ

へࡢ供給体制ࡢ強໬ 

   ճ産学官連携ࡢ実証モࡿࡼ࡟ࣝࢹ農ࡢ分㔝࡛ࡢ新ࡋい

社会及び地域貢献 

   մ砂漠や寒冷地࡝࡞耕作不適地࡛ࡢ作物生産ࡢ海外需

要へࡢ対応 

  㸰㸬新産業分㔝を担うࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖ンᇶ幹ᣐ点ࡢ構築 

   ձ植物工場ࡢ革新的開発成果ࡢ実用࣭実証໬推㐍 

   ղ植物工場研究ࣛボ㸦㹁㸰㸮棟㸧ࠊ実証ࣛボ㸦㹁㸰㸯棟㸧ࠊ

本ࠕ㹅㹁Ｎ植物工場ࠖ大規模実証棟㸦㹁㸰㸰棟㸧ࡢフ

ࡢンフࣛ࢖教育࣭研究推㐍ࡿࡼ࡟ップ整備ࢼン࢖ࣛࣝ

ᣑ充 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○主࡞新技術 

 㸯㸬࣮ࣜࢢンࣟࢡッࢫࢡ技術ࡿࡼ࡟苗選別ࣟボッࢺ㸦世界初㸧 

幼苗ࡢ࡛ࢪ࣮ࢸࢫ時計遺伝子活性度࡟ᇶ࡙いた優良苗自

動選別࡜移植作業を組合せたࣟボッࢺを導入ࠋ 

 㸰㸬自走搬送ࣟボッࠋࢺ自動搬送ࣛ࢖ン㸦国ෆ初㸧 

へࢡ᱂ᇵࣛッࠋを導入ࢺ自走搬送ࣟボッࡢ駆動࣮ࣜࢸッࣂ

ࣞࢺ᱂ᇵࡢま࡛࢔調整作業エࣜࡢ᱂ᇵ終了後ࡽ࠿装荷ࡢ

 ࠋ無人໬を実現ࡢ᱂ᇵ室ෆࠊࡾࡼ࡟࣒ࢸࢫࢩ自動搬送࢖

 㸱㸬育苗ࡽ࠿᱂ᇵ工程ま࡛完全Ｌ㹃㹂ග源 

新世代ග源࡚ࡋ࡜注目さ࡚ࢀいࡿＬ㹃㹂を全面使用ࠊࡋ電

力エࡢ࣮ࢠࣝࢿ大幅軽減໬をᅗࠋࡿ 

 㸲㸬最適໬空調࣒ࢸࢫࢩ㸦国ෆ初㸧 

᱂ᇵࣛッࡢࢡ各段࡟空調空気を配風ࡿࡍ独自ࢩࢺࢡࢲࡢ

温度ࡢ࡜周ᅖ環境ࡿࡼ࡟停滞ࡢග源発生熱ࠊࡾࡼ࡟࣒ࢸࢫ

差やࠊ᱂ᇵ室ෆࡢ温度࣒ࣛを改善ࡾࡼࠊࡋ均一࡞生育を実

現ࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本植物工場株式会社 完全人工ග型植物工場ࡘ࡟い࡚ 

 ■㸯ࣘࢽッࢺ標準௙様 

 お外寸がＬ1「1重0mm×Ｗ6058mm×㹆「8重6mmࢬ࢖サࢺッࢽ࣭ࣘ  

  ࣭᱂ᇵ水槽Ｌ1「00mm×Ｗ重00mm×㹆100mm 

    㸶水槽×㸲段×㸰列＝㸴㸲水槽 

  ࣭᱂ᇵࣝࢿࣃＬ880mm×Ｗ5重0mm×㹆」0mm 

    㸯㸴ࣝࢿࣃ×㸲段×㸰列＝㸯㸰㸶ࣝࢿࣃ 

  ࣭᱂ᇵ数㔞㸯ࣝࢿࣃ最大 48 株×1「8 最大＝ࣝࢿࣃ 6144 株 

 

 



 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 ■㸰ࣘࢽッࢺ導入㸦ࣞࢫࢱ᱂ᇵ㸧ࡿࡼ࡟事業計⏬㸦例㸧 

  ࣭᱂ᇵ株数：重7」 株 

  ࣭株あた60：࣒ࣛࢢࡢࡾg 

  ࣭月稼働日数：」0 日 

  ࣭生産㔜㔞㸭ᖺ：「1,01「g 

  ࣭株㸭単価：70 ෇ 

  ࣭売ୖ高：約 「4,5 百万෇ 

  ࣭種苗࣭肥料：約 0.7 百万෇ 

  ࣭ග熱費：約 」.5 百万෇ 

  ࣭減価償却費：8.6 百万෇ 

  ࣭保Ᏺ料：1.8 百万෇ 

  ࣭販促費：約 5.」 百万෇ 

  ࣭労務費：約 」.5 百万෇ 

  ࣭そࡢ௚経費：約 1.」 百万෇ 

  ࣭税引ࡁ後利益：7 ᖺ目ま࡛ࡣ毎ᖺ࣐ࢫࢼ࢖ 「6 万෇ 

   ※8 ᖺ目以降ࡣ減価償却費ࡀ 0෇࡛ࡢࡿ࡞࡟利益ࡿ࡛ࡀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★所感★ 

 水耕᱂ᇵࡢ研究を行࡚ࡗいࡿ大阪府立大学ࠊ࡜㸯ࣘࢽッࡀࢺ

コン࡞ࢺࢡࣃ水耕᱂ᇵ設備を提供࡚ࡋいࡿ日本植物工場株式

会社ࡢ視察を行ࡗたࠋ 

 水耕᱂ᇵࠊࡣᏳ定的࡟一定品質ࡢ㔝菜ࡀコン࣮࣌ࢫ࡞ࢺࢡࣃ

視察を࡚ࡗ期待を持࡟非常ࠊ࡚ࡗあ࡜ࡿࡁ᱂ᇵ࡛࡟短期間࡛ࢫ

行ࡗたࠋ井原市࠾࡟い࡚ࠊ空ࡁ家利用や休校教室ࡢ活用ࡁ࡛ࡀ

 ࠋたࡁ見࡚ࡶいう視点࡛࡜࠿い࡞

 設備的ࠊࡣ࡟十分可能性ࡣあ࡜ࡿ感ࡌたࠊࡀ 

ձ 設備ࡀ高価࡛あࡿこ࡜ 

ղ 一定㔞ࡢ㔝菜ࡀ毎日࡛ࠊ࡛ࡢࡿࡁ十分࡞販路ࡢ確保ࡀ

必要࡞こ࡜ 

 ࠋ考えた࡜課題࡞ࡁ大ࠊࡀ

 ௒後ࡶ水耕᱂ᇵࡘ࡟い࡚ࠊࡣ調査࣭研究を㐍ࠊࡵ市ෆへࡢ導

入ࡢ可能性を検討࡚ࡋいࡁたいࠋ 

 

㸯㸬報告書ࠊࡣ政務活動終了後㸰㐌間以ෆ࡟提出ࡿࡍこࠋ࡜ 

㸰㸬活動ෆ容欄ࡀࢫ࣮࣌ࢫࡢ足࡞ࡾい場合ࠊࡣ任意ࡢ様式ࡾࡼ࡟活動ෆ容を取ࡾまࠊࡵ࡜活

動ෆ容欄へࠕࠊࡣ別添࡜ࠖࡾ࠾࡜ࡢ記載ࡿࡍこࠋ࡜ 

 

 



 

様式第２号㸦政務活動実施報告書㸧 

 

平成ڮ、 年ڭ⽉ڱ日  

 井原市議会議⻑ 

    宮地 俊則  様 

 

 

井原市議会議員 荒木 謙二     

 

 

 下記भधउॉ政務活৿を実施しましたभदؚ報告します؛ 

 

記 

 

実．ڭ 施 期 間 平成ڳڮ年ڭڮ⽉ڰ日ق火ك 

 研修会等भ開催地．ڮ

またम視察 要ؚ請・陳

情活৿先 

○⼤阪府⽴⼤学 植物工場研究७ンॱー 

⼤阪府堺市中区学園町 1 番 1 号 

○日本植物工場株式会社 
  ⼤阪府⼤阪市中央区北浜東 1 番 29 号 

 

 研修会等भ名称．گ

  またम視察ؚ要請・陳

情活৿内容 

○⼤阪府⽴⼤学 植物工場研究७ンॱー 

・টボॸॕッॡ多層栽培३५ॸ঒पणいथ 

・栽培環境३঑গঞーॱーपणいथ 

  植物工場भ視察ؚ質疑応答 

○日本植物工場株式会社 
 ・水耕栽培पणいथ 

 

研修会等भ講師名 ま．ڰ

たम視察ؚ要請・陳情

活৿先भ૿当者名 

○⼤阪府⽴⼤学 植物工場研究७ンॱー 

 日本植物工場株式会社 技術部⻑ 福井裕介 

○日本植物工場株式会社 
 副社⻑兼営業統括部⻑ 山本人彰 

 技術部⻑ 福井裕介 

 



 

活．ڱ ৿ 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★⼤阪府⽴⼤学 植物工場研究७ンॱー視察 

 量産実証評価施設を視察ك棟ڮڮڸق棟ڸ 

 ○産学官連携事業धしथؚ共同研究भ成果दあॊ最新技術を導

入した完全人光型植物工場दؚ日産ڬڬڬ，ڱ株भ量産型モ

ॹঝभ施設؛ 

  ・鉄筋コンॡজーॺ造ڮ階建थ 

  ・延床面積ڬڬگڭ㎡ 

  ・総事業費 約ڳ億円 

 ○経済産業省َॖঀঋー३ঙン拠点⽴地推進事業ُभ補助率ڮ

 以内を活用گ／

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○設置目的 

 社会的ऩ課題や産業化ॽー६भ解決．ڭ  

   ⋇植物工場भ産業化प向けた本格的ऩ普及拡⼤ 

   ⋈َ美味しいَُ 安全َُ 新鮮ُऩ植物工場野菜भ消費者ष

भ供給体制भ強化 

   ⋉産学官連携भ実証モॹঝपेॊ農भ分野दभ新しい社会

及び地域貢献 

   ⋊砂漠や寒冷地ऩन耕作不適地दभ作物⽣産भ海外需要ष

भ対応 

 新産業分野を૿うॖঀঋー३ঙン基幹拠点भ構築．ڮ  

   ⋇植物工場भ革新的開発成果भ実用・実証化推進 

   ⋈植物工場研究ছボڬڮڸق棟ؚك 実証ছボڭڮڸق棟ؚك

本َڸڼＮ植物工場ُ⼤規模実証棟ڮڮڸق棟كभフঝ

ছॖンॼップ整備पेॊ教育・研究推進ॖンフছभ拡充 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活．ڱ ৿ 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○主ऩ新技術 

 ك世界初قজーンॡটッॡ५技術पेॊ苗選別টボッॺॢ．ڭ 

幼苗५ॸー४दभ時計遺伝⼦活性度प基तいた優良苗⾃৿選

別ध移植作業を組合せたটボッॺを導入؛ 

 ك国内初ق৿搬送ছॖン⾃؛走搬送টボッॺ⾃．ڮ 

ংッॸজー駆৿भ⾃走搬送টボッॺを導入؛栽培ছッॡषभ

装荷ऊै栽培終了後भ調整作業エজ॔まदभ栽培ॺঞॖ⾃৿

搬送३५ॸ঒पेॉؚ栽培室内भ無人化を実現؛ 

 光源ڹں育苗ऊै栽培工程まद完全Ｌ．گ 

新世代光源धしथ注目さोथいॊＬڹںを全面使用しؚ電⼒

エॿঝॠーभ⼤幅軽減化を図ॊ؛ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活．ڱ ৿ 内 容 

 

 

 

 ك国内初ق最適化空調३५ॸ঒．ڰ 

栽培ছッॡभ各段प空調空気を配風すॊ独⾃भॲॡॺ३५ॸ

঒पेॉؚ光源発⽣熱भ೿滞पेॊ周囲環境धभ温度差やؚ

栽培室内भ温度঒ছを改善しؚेॉ均⼀ऩ⽣育を実現؛ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本植物工場株式会社 完全人工光型植物工場पणいथ 
 ঘॽッॺ標準仕様ڭ■ 

  ・ঘॽッॺサॖ६[外寸めＬ12190mmＧＷ605。mmＧڽ

2。96mm 

  ・栽培水槽Ｌ1200mmＧＷ900mmＧ100ڽmm 

 水槽ڰڲ＝列ڮ段Ｇڰ水槽Ｇڴ    

  ・栽培ঃॿঝＬ。。0mmＧＷ590mmＧ30ڽmm 

 ঃॿঝڴڮڭ＝列ڮ段ＧڰঃॿঝＧڲڭ    

  ・栽培数量ڭঃॿঝ最⼤ 4。 株Ｇ12。 ঃॿঝ＝最⼤ 6144 株 

 ك例قपेॊ事業計画كঞॱ५栽培قঘॽッॺ導入ڮ■ 

  ・栽培株数：9、3 株 

  ・株あたॉभॢছ঒：60る 

  ・⽉稼働日数：30 日 

  ・⽣産重量／年：21,012る 

  ・株／単価：、0 円 

  ・売上高：約 24,5 百万円 

  ・種苗・肥料：約 0.、 百万円 

  ・光熱費：約 3.5 百万円 

  ・減価償却費：。.6 百万円 

 



 

活．ڱ ৿ 内 容 

 

 

 

 

 

  ・保守料：1.。 百万円 

  ・販促費：約 5.3 百万円 

  ・労務費：約 3.5 百万円 

  ・そभ他経費：約 1.3 百万円 

  ・税引ऌ後利益：、 年目まदम毎年ঐॖॼ५ 26 万円 

   ※。 年目以降म減価償却費ऋ 0 円पऩॊभद利益ऋदॊ 

 

 

 

★所感★ 

  ⾹川県三豊市पउいथؚ昨年ؚ廃校धऩढた小学校跡地पこ

भ३५ॸ঒を使用したَ植物工場ُを誘致しؚ業者ऋ野菜を

栽培しؚ施設भ維持管理費を負૿すॊ⼀⽅दؚ災害時भ避難

所धしथभ機能म維持さोؚ遊休施設भ活用पऩढた事例ऋ

あॊ؛井原市पउいथु遊休施設भ活用を検討すसऌध考えؚ

こभ視察धऩढた؛ 

  福岡県直⽅市पउいथमؚ障害者支援を目的भ⼀णधしथؚ

Lどと ध使用した完全無農薬水耕栽培をしथいॊ؛ 

  こभेうऩَ植物工場ُम全国दु数多く建設さोथいथؚ 

三豊市भेうऩ遊休施設भ利用促進ؚ直⽅市भेうऩ障害者

支援等可能ऩ企業誘致ऋさोॊसくؚ今後मؚ他市भ事例を

研究すसऌध考えॊ؛ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ؛週間以内प提出すॊこधڮ報告書मؚ政務活৿終了後．ڭ

活৿内容欄भ५ঌー५ऋ足ॉऩい場合मؚ任意भ様式पेॉ活৿内容を取ॉまधीؚ活৿内．ڮ

容欄षमَؚ 別添भधउॉُध記載すॊこध؛ 

 



 

様式第㸰号㸦政務活動実施報告書㸧 

 

 

ᖹ成㸰㸵ᖺ㸳月㸵日  

 

 

 井原市議会議長 

    宮地 俊則  様 

 

 

井原市議会議員 惣台 己ྜྷ     

 

 

 ୗ記ࡾ࠾࡜ࡢ政務活動を実施しましたࠊ࡛ࡢ報告しますࠋ 

 

記 

 

㸯㸬実 施 期 間 ᖹ成㸰㸵ᖺ㸲月㸰㸯日㸦火㸧 

㸰㸬研修会等ࡢ開催地 

またࡣ視察ࠊ要請࣭

陳情活動ඛ 

○大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ 

大阪府堺市中区学園⏫ 1 番 1号 

○日本植物工場株式会社 

  大阪府大阪市中央区໭浜東 1番 「重 号 

 

㸱㸬研修会等ྡࡢ称 

  またࡣ視察ࠊ要請࣭

陳情活動ෆ容 

○大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ 

࣭ࣟボ࢕ࢸッࢡ多層᱂ᇵࡘ࡟࣒ࢸࢫࢩい࡚ 

࣭᱂ᇵ環境ࡘ࡟࣮ࢱ࣮࣑ࣞࣗࢩい࡚ 

  植物工場ࡢ視察ࠊ質疑応答 

○日本植物工場株式会社 

 ࣭水耕᱂ᇵࡘ࡟い࡚ 

 

㸲㸬研修会等ࡢ講師ྡ 

またࡣ視察ࠊ要請࣭

陳情活動ඛࡢ担当者

ྡ 

○大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ 

 日本植物工場株式会社 技術部長 福井裕介 

○日本植物工場株式会社 

 副社長兼営業統括部長 山本人彰 

 技術部長 福井裕介 

 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★大阪府立大学 植物工場研究ࢭン࣮ࢱ視察 

 㹁棟㸦㹁㸰㸰棟㸧㔞産実証評価施設を視察 

 ○産学官連携事業࡜し࡚ࠊ共ྠ研究ࡢ成果࡛あࡿ最新技術を

導入した完全人ග型植物工場࡛ࠊ日産㸳，㸮㸮㸮株ࡢ㔞産

型モࡢࣝࢹ施設ࠋ 

  ࣭鉄筋コンࢺ࣮ࣜࢡ造㸰階建࡚ 

  ࣭延床面積㸯㸱㸮㸮㎡ 

  ࣭総事業費 約㸵億෇ 

 ○経済産業省ࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖ࠕンᣐ点立地推㐍事業ࠖࡢ補助率

㸰㸭㸱以ෆを活用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○設置目的 

  㸯㸬社会的࡞課題や産業໬ࡢࢬ࣮ࢽ解決 

   ձ植物工場ࡢ産業໬࡟向けた本᱁的࡞普及ᣑ大 

   ղࠕ美味しい Ᏻ全ࠕࠖ 消費者ࡢ植物工場㔝菜࡞新鮮ࠖࠕࠖ

へࡢ供給体制ࡢ強໬ 

   ճ産学官連携ࡢ実証モࡿࡼ࡟ࣝࢹ農ࡢ分㔝࡛ࡢ新しい

社会及び地域貢献 

   մ砂漠や寒冷地࡝࡞耕作不適地࡛ࡢ作物生産ࡢ海外需

要へࡢ対応 

  㸰㸬新産業分㔝を担うࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖ンᇶ幹ᣐ点ࡢ構築 

   ձ植物工場ࡢ革新的開発成果ࡢ実用࣭実証໬推㐍 

   ղ植物工場研究ࣛボ㸦㹁㸰㸮棟㸧ࠊ実証ࣛボ㸦㹁㸰㸯棟㸧ࠊ

本ࠕ㹅㹁Ｎ植物工場ࠖ大規模実証棟㸦㹁㸰㸰棟㸧ࡢフ

ࡢンフࣛ࢖教育࣭研究推㐍ࡿࡼ࡟ップ整備ࢼン࢖ࣛࣝ

ᣑ充 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○主࡞新技術 

 㸯㸬࣮ࣜࢢンࣟࢡッࢫࢡ技術ࡿࡼ࡟苗選別ࣟボッࢺ㸦世界初㸧 

幼苗ࡢ࡛ࢪ࣮ࢸࢫ時計遺伝子活性度࡟ᇶ࡙いた優良苗自

動選別࡜移植作業を組ྜせたࣟボッࢺを導入ࠋ 

 㸰㸬自走搬送ࣟボッࠋࢺ自動搬送ࣛ࢖ン㸦国ෆ初㸧 

へࢡ᱂ᇵࣛッࠋを導入ࢺ自走搬送ࣟボッࡢ駆動࣮ࣜࢸッࣂ

ࣞࢺ᱂ᇵࡢま࡛࢔調整作業エࣜࡢ᱂ᇵ終了後ࡽ࠿装荷ࡢ

 ࠋ無人໬を実現ࡢ᱂ᇵ室ෆࠊࡾࡼ࡟࣒ࢸࢫࢩ自動搬送࢖

 㸱㸬育苗ࡽ࠿᱂ᇵ工程ま࡛完全Ｌ㹃㹂ග源 

新世代ග源࡜し࡚注目さ࡚ࢀいࡿＬ㹃㹂を全面使用しࠊ電

力エࡢ࣮ࢠࣝࢿ大幅軽減໬をᅗࠋࡿ 

 㸲㸬最適໬空調࣒ࢸࢫࢩ㸦国ෆ初㸧 

᱂ᇵࣛッࡢࢡ各段࡟空調空気を配風すࡿ独自ࢩࢺࢡࢲࡢ

温度ࡢ࡜周ᅖ環境ࡿࡼ࡟停滞ࡢග源発生熱ࠊࡾࡼ࡟࣒ࢸࢫ

差やࠊ᱂ᇵ室ෆࡢ温度࣒ࣛを改善しࡾࡼࠊ均一࡞生育を実

現ࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本植物工場株式会社 完全人工ග型植物工場ࡘ࡟い࡚ 

 ■㸯ࣘࢽッࢺ標準௙様 

 お外寸がＬ1「1重0mm×Ｗ6058mm×㹆「8重6mmࢬ࢖サࢺッࢽ࣭ࣘ  

  ࣭᱂ᇵ水槽Ｌ1「00mm×Ｗ重00mm×㹆100mm 

    㸶水槽×㸲段×㸰列＝㸴㸲水槽 

  ࣭᱂ᇵࣝࢿࣃＬ880mm×Ｗ5重0mm×㹆」0mm 

    㸯㸴ࣝࢿࣃ×㸲段×㸰列＝㸯㸰㸶ࣝࢿࣃ 

  ࣭᱂ᇵ数㔞㸯ࣝࢿࣃ最大 48 株×1「8 最大＝ࣝࢿࣃ 6144 株 

 

 



 

㸳㸬活 動 ෆ 容 

 

 

 

 

 

 ■㸰ࣘࢽッࢺ導入㸦ࣞࢫࢱ᱂ᇵ㸧ࡿࡼ࡟事業計⏬㸦例㸧 

  ࣭᱂ᇵ株数：重7」 株 

  ࣭株あた60：࣒ࣛࢢࡢࡾg 

  ࣭月稼働日数：」0 日 

  ࣭生産㔜㔞㸭ᖺ：「1,01「g 

  ࣭株㸭単価：70 ෇ 

  ࣭売ୖ高：約 「4,5 百万෇ 

  ࣭種苗࣭肥料：約 0.7 百万෇ 

  ࣭ග熱費：約 」.5 百万෇ 

  ࣭減価償却費：8.6 百万෇ 

  ࣭保Ᏺ料：1.8 百万෇ 

  ࣭販促費：約 5.」 百万෇ 

  ࣭労務費：約 」.5 百万෇ 

  ࣭そࡢ௚経費：約 1.」 百万෇ 

  ࣭税引ࡁ後利益：7 ᖺ目ま࡛ࡣ毎ᖺ࣐ࢫࢼ࢖ 「6 万෇ 

   ※8 ᖺ目以降ࡣ減価償却費ࡀ 0෇࡛ࡢࡿ࡞࡟利益ࡿ࡛ࡀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★所感★ 

 

 建物ෆ࡛行う水耕᱂ᇵࡾࡼ࡟ 

 

࣭空家㸦公共施設㸧 

࣭雇用対策 

࣭障害者雇用対策 

 

等ࡤࢀࡀ࡞ࡘ࡟あたࡽしい社会及び地域貢献ࠋࡿ࡞࡟ 

 

 

 

 

㸯㸬報告書ࠊࡣ政務活動終了後㸰㐌間以ෆ࡟提出すࡿこࠋ࡜ 

㸰㸬活動ෆ容欄ࡀࢫ࣮࣌ࢫࡢ足࡞ࡾい場ྜࠊࡣ任意ࡢ様式ࡾࡼ࡟活動ෆ容を取ࡾま࡜めࠊ活

動ෆ容欄へࠕࠊࡣ別添࡜ࠖࡾ࠾࡜ࡢ記載すࡿこࠋ࡜ 
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